
熊谷 秀晴東北支社長

岩間 敏美
サト　ミ

私たちが東北学院大学五橋キャンパス建設工事に携わりました

文理融合の知（地）の拠点として、東北学院大学の一層の発展につながることを祈念します

〒980-0803 仙台市青葉区国分町3-4-33
TEL.022（211）1631

株式会社 大場斫工業

〒995-0111 山形県村山市大久保乙７７番地の5
TEL.0237（54）2325  FAX.0237（54）2358

URL  http://www.haturi.co.jp

代表取締役　大場  啓悦

代 表 取 締 役　谷口  昌伸
執行役員支店長　長嶋  栄治

株式会社  小野光商事
土木建築、 生コンクリート圧送工事、 圧送車リース

〒983-0031 仙台市宮城野区小鶴2丁目5番55号
ＴＥＬ.022（252）0047  FAX.022（251）8828 

https://onomitsusyouji.com/

代表取締役　遠藤  光一郎東北支店長　坂本  哲平

〒983-0006 仙台市宮城野区白鳥二丁目３５番１０号
TEL.022（762）5460  FAX.022（762）5461

本　　社／〒104-8324 東京都中央区京橋2-5-12
東北支店／〒980-0014 仙台市青葉区本町1-12-7 三共仙台ビル6F
　　　　　TEL.022（264）2181  FAX.022（227）9375

代表取締役　小野寺 智哉
〒984-0011 仙台市若林区六丁の目西町8-1（斎喜センタービル）

TEL.022（353）5026  FAX.022（353）5027
http://www.tohken.net

執行役員 仙台営業所 所長　佐藤  卓也

あ　す

TEL 022-227-1265 　　FAX 022-224-8071
〒980-0811 仙台市青葉区一番町1-9-1（仙台ﾄﾗｽﾄﾀﾜｰ6階）

〈エネルギー・環境・情報〉設備の未来を拓く

代表取締役社長　本多 和義

確かな技術と経験に基づく鋼製建具のスペシャリスト
時代とニーズの変化を捉え、臆せず挑戦し続けます

営業品目：アルミサッシ  スチールサッシ  ステンレスサッシ  設計・製作・施工・メンテナンス

〒983-0034 仙台市宮城野区扇町7丁目七番14号
TEL（022）259-3232㈹  FAX（022）259-3349 

E-mail eigyo@c-kouken.com URL http://www.c-kouken.com

宮城県知事許可（般-3）第7073号 ISO 9001認証取得・ISO14001認証取得 東永機工建設株式会社
クレーン作業
建設業許可  知事（般-2）  第17319号

誠 意  と  熱 意

福興電気株式会社

〒984-0074 仙台市若林区東七番丁15
TEL.022（222）5213　FAX.022（225）1260

代表取締役　齋藤  和夫

〒983-8622 仙台市宮城野区榴岡4丁目1-1
TEL.022（296）2111

取締役社長  社長執行役員　太田  良治
〒170-6012 東京都豊島区東池袋3-1-1 サンシャイン60 12F

TEL.03（4213）4511  FAX.03（4213）4749

代表取締役　山水  聖治
東京都渋谷区笹塚1-57-7 笹塚第一ビル4Ｆ
TEL.03（5365）4401  FAX.03（3375）5836

https://www.myisland.co.jp/

代表取締役　林　茂明

株式会社 白木屋　〒984-0824 仙台市若林区遠見塚東15-9
　　　　　　　　 TEL.022（282）2121  FAX.022（282）2129
★宮城・仙台オフィスづくりドットコム https://miyagisendai-office.com/

理事長　星　倫市

ヤワラカ思考の
トップレベル
技術者集団。

本　社／〒990-2351 山形市鋳物町40番地  
　　　　電話：023-643-5111（代表）   FAX：023-644-7097
営業所／仙台　 工場／山形・酒田　 http://www.y-murayama.jp/

賃貸管理戸数12,897戸の実績

※2022年度アパマンショップ1,027店舗中

宅地建物取引業  宮城県知事免許(5)第4653号
特定建設業  宮城県知事(特-4)第13807号
賃貸住宅管理業者登録  国土交通大臣(2)第28号

石橋　和裕
代表取締役社長 谷澤　淳一
東北支店長

東北支店   〒980-0803 仙台市青葉区国分町３-６-１仙台パークビル
TEL 022（261）1363
www.mjd.co.jp

五橋キャンパス供用開始おめでとうございます

工事用仮設電気設備工事

代表取締役会長

代表取締役社長

賃貸仲介契約件数
ランキング全国第1位

時代の呼吸に応える技術

若
者
の
街
仙
台
を
け
ん

引
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
に

大
西
　
学
校
法
人
東
北
学
院
は
、
創

立
１
３
０
周
年
を
迎
え
た
２
０
１
６

年
に
中
長
期
計
画
と
し
て「
Ｔ
Ｇ  

Ｇ
ｒ
ａ
ｎ
ｄ  

Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ  

１
５
０
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、

36
年
の
創
立
１
５
０
周
年
ま
で
を
１

期
５
年
、
４
期
に
わ
た
り
計
画
を
実

大
西 

晴
樹 
氏 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

学
校
法
人
東
北
学
院
院
長 

東
北
学
院
大
学
学
長

学校法人東北学院院長  東北学院大学学長  大西晴樹氏インタビュー 東北学院大学五橋キャンパス供用開始

　
学
校
法
人
東
北
学
院
が
都
市
型
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
仙
台

市
中
心
部
に
建
設
し
た
「
東
北
学
院
大
学
五
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
」

が
４
月
１
日
に
供
用
を
開
始
し
た
。
４
棟
の
校
舎
の
２
階
部

分
に
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
「
Ｔ
Ｇ
Ｕ
リ
ン
グ
」
を
設
け

る
こ
と
で
、
回
遊
性
を
高
め
つ
つ
、
学
生
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
誘
発
す
る
文
理
融
合
の
知
（
地
）
の
拠
点
と

な
る
。
大
西
晴
樹
東
北
学
院
大
学
学
長
に
五
橋
キ
ャ
ン
パ
ス

の
特
徴
や
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
新
学
部
設
置
の
概
要
な
ど

を
伺
っ
た
。

行
し
、
１
５
０
周
年
時
点
の
東
北
学

院
の
将
来
像
を
明
ら
か
に
し
た
も
の

で
す
。
そ
の
中
長
期
計
画
に
東
北
学

院
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
計
画
が
盛

り
込
ま
れ
、
16
年
か
ら
計
画
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
建
設
構
想
に
盛

り
込
ま
れ
た
一
つ
の
施
設
が
、
東
北

大
学
か
ら
土
樋
キ
ャ
ン
パ
ス
正
門
前

の
隣
接
地
約
１
・
３
㌶
を
取
得
し
建

設
し
た
ホ
ー
イ
記
念
館
で
す
。
そ
し

て
も
う
一
つ
が
五
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
の

整
備
と
な
り
ま
す
。
仙
台
都
心
に
あ

る
土
樋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
文
系
３
・
４

年
生
、
仙
台
郊
外
の
泉
キ
ャ
ン
パ
ス

で
教
養
学
部
と
文
系
１
・
２
年
生
、

多
賀
城
市
の
多
賀
城
キ
ャ
ン
パ
ス
で

工
学
部
の
学
生
が
学
ん
で
い
ま
す

が
、
仙
台
市
立
病
院
移
転
に
伴
い
、

土
樋
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
歩
い
て
約
８

分
に
あ
る
そ
の
土
地
を
取
得
し
た
上

で
新
た
な
キ
ャ
ン
パ
ス
を
整
備
し
、

一
体
型
で
運
営
す
る
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。
設
置
基
準
の
関
係
も
あ
り
、

全
国
的
に
郊
外
の
広
い
キ
ャ
ン
パ
ス

が
も
て
は
や
さ
れ
た
時
期
も
あ
り
ま

し
た
が
、
首
都
圏
、
名
古
屋
、
大
阪

な
ど
で
は
時
代
の
変
化
に
対
応
す
る

た
め
都
心
に
回
帰
す
る
都
市
型
キ
ャ

ン
パ
ス
が
見
直
さ
れ
増
え
て
い
ま

す
。
交
通
の
利
便
性
や
経
済
的
負
担

を
減
ら
す
な
ど
、
学
生
側
に
沿
っ
た

対
応
と
も
い
え
ま
す
。
都
市
型
キ
ャ

ン
パ
ス
は
学
生
の
滞
在
時
間
も
長

く
、
市
街
地
に
も
近
く
、
ま
ち
と
の

相
乗
効
果
も
発
揮
さ
れ
る
な
ど
多
く

の
利
点
が
あ
り
ま
す
。
仙
台
市
の
市

立
病
院
跡
地
事
業
者
募
集
に
応
募

し
、
選
定
の
た
め
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で

は
、
若
者
の
街
仙
台
を
け
ん
引
す
る

キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
ま

し
た
。
ま
た
、
市
民
と
と
も
に
つ
く

る
キ
ャ
ン
パ
ス
、
ま
ち
の
賑
わ
い
を

回
復
す
る
た
め
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ

る
こ
と
を
猛
烈
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
事
業
者
に
選
定
さ

れ
、
そ
し
て
五
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
は
４

月
に
供
用
開
始
し
ま
す
。
ま
ち
の
活

性
化
の
ほ
か
、
地
元
を
愛
す
る
若
者

の
定
着
率
も
高
ま
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

Ｔ
Ｇ
Ｕ
リ
ン
グ
が
学
生

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
誘
発

大
西
　
都
市
型
キ
ャ
ン
パ
ス
と
い
え

ば
、
多
く
の
方
々
は
大
都
会
に
あ
る

１
棟
型
の
高
層
ビ
ル
の
よ
う
な
キ
ャ

ン
パ
ス
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
思
い
ま

す
が
、
本
学
は
４
棟
か
ら
な
る
キ
ャ

ン
パ
ス
が
特
徴
で
す
。
愛
宕
上
杉
通

２
号
線
に
面
し
た
南
側
敷
地
に
は
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
と
も
な
る
16
階
建
て
の

高
層
棟
を
整
備
し
、
本
学
三
校
祖
の

一
人
で
、
東
北
学
院
中
興
の
祖
で
あ

る
シ
ュ
ネ
ー
ダ
ー
宣
教
師
に
ち
な
み
、

シ
ュ
ネ
ー
ダ
ー
記
念
館
と
命
名
し
ま

し
た
。
高
さ
が
73
㍍
あ
り
、
16
階
の

ラ
ウ
ン
ジ
か
ら
は
仙
台
市
街
地
は
も

と
よ
り
、
太
平
洋
、
蔵
王
を
一
望
で

き
ま
す
。
16
年
に
ホ
ー
イ
記
念
館
を

建
設
し
、
東
日
本
最
大
規
模
の
ア
ク

テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
整
備
し
ま
し

た
が
、
シ
ュ
ネ
ー
ダ
ー
記
念
館
の
２

階
か
ら
５
階
に
は
、
そ
の
１
・
５
倍

規
模
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
施

設
を
配
置
し
ま
し
た
。
高
校
で
探
求

学
習
な
ど
の
課
題
に
取
り
組
ん
だ
学

生
が
、
大
学
で
さ
ら
に
深
く
学
習
で

き
る
環
境
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
国

道
に
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域

連
携
セ
ン
タ
ー
と
し
て「
未
来
の
扉

セ
ン
タ
ー
」を
設
け
ま
し
た
。
市
民

の
方
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ま
ち
お

こ
し
、
あ
る
い
は
産
学
連
携
と
い
っ

た
活
動
を
行
え
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。さ
ら
に
、

１
３
０
人
収
容
の
カ
フ
ェ
を
設
け
た

こ
と
も
特
徴
で
す
。

　
隣
接
す
る
ホ
ー
ル
棟
は
、
１
階
が

学
食
、
２
〜
５
階
が
１
０
０
０
人

収
容
の
多
目
的

ホ
ー
ル
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
泉

キ
ャ
ン
パ
ス
礼
拝
堂

に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ケ

ル
ン
社
製
で
東
日

本
随
一
の
パ
イ
プ
オ

ル
ガ
ン
を
移
設
し
、

大
学
礼
拝
を
行
い

ま
す
が
、
ホ
ー
ル
は

市
民
に
も
開
放
し

て
い
く
予
定
で
す
。

こ
の
棟
は
、
本
学
三

校
祖
の
一
人
で
あ
る
押
川
方
義
牧
師

に
ち
な
ん
で「
押
川
記
念
館
」と
命

名
し
て
い
ま
す
。

　
ホ
ー
ル
棟
の
北
側
に
は
文
系
の
授

業
す
べ
て
に
対
応
で
き
る
ガ
ラ
ス
張

り
の
教
室
棟
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

１
階
か
ら
７
階
ま
で
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
で
一
気
に
上
が
る
こ
と
が
で

き
、
授
業
終
了
時
の
混
雑
を
回
避
す

る
つ
く
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
敷
地
一
番
奥
に
は
実
験
棟
を
配
置

し
ま
し
た
。
主
に
工
学
部
の
教
育
・

研
究
施
設
が
入
り
ま
す
が
、
研
究
室

と
実
験
室
が
ペ
ア
に
な
っ
て
お
り
、

ひ
と
つ
の
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
を
形
成
し

て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
４
棟
の
校
舎
の

２
階
部
分
に
Ｔ
Ｇ
Ｕ
リ
ン
グ
と
い
う

屋
根
付
き
の
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ

キ
を
設
け
ま
し
た
。
学
生
が
移
動
し

な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
な
ど
、

学
生
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
と
も
な
り
ま
す
。
高
層
棟
１
棟

で
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
の
移
動
が
主

東
北
学
院
大
学
　

五
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
供
用
開
始

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

と
な
り
、
な
か
な
か
人
間
関
係
を
構

築
す
る
の
は
難
し
い
も
の
で
す
が
、Ｔ

Ｇ
Ｕ
リ
ン
グ
に
よ
り
回
遊
性
を
高
め

つ
つ
、
学
生
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
誘
発
で
き
る
こ
と
か
ら
、

文
系
の
学
生
、
理
系
の
学
生
が
融
合

で
き
る
キ
ャ
ン
パ
ス
が
実
現
し
た
と

考
え
て
い
ま
す
。
教
養
科
目
の
単
位

も
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
取
得
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
、
文
系
の
学

生
が
工
学
系
の
学
生
と
机
を
な
ら

べ
、
と
も
に
切
磋
琢
磨
し
、
お
互
い

を
高
め
合
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

時
代
の
要
請
、
地
域
の

課
題
に
対
応

大
西
　
東
北
学
院
大
学
の
文
学
部
、

経
済
学
部
は
旧
専
門
学
校
の
流
れ
を

く
ん
で
い
ま
す
。
１
９
４
９
年
に
教

育
基
本
法
・
学
校
教
育
法
に
基
づ
き

大
学
に
昇
格
し
、
文
経
学
部（
英
文

学
科
、
経
済
学
科
）を
設
置
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
日
本
が
経
済
成
長
の

軌
道
に
乗
り
、
対
応
す
る
エ
ン
ジ
ニ

ア
を
養
成
す
る
た
め
62
年
に
は
工
学

部
を
多
賀
城
市
に
新
設
し
ま
し
た
。

65
年
に
東
北
地
方
で
は
２
番
目
と
な

る
法
学
部
の
設
置
、
88
年
に
泉
キ
ャ

ン
パ
ス
を
開
校
し
、
文
・
経
済
・
法

学
部
の
教
養
課
程
を
移
転
さ
せ
、
翌

89
年
に
教
養
学
科
人
間
科
学
専
攻
、

言
語
科
学
専
攻
、
情
報
科
学
専
攻
か

ら
構
成
さ
れ
る
教
養
学
部
を
泉
キ
ャ

ン
パ
ス
に
新
設
し
ま
し
た
。
こ
の
教

養
学
部
を
ベ
ー
ス
に
再
編
し
、
４
月

か
ら
新
学
部
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

21
世
紀
を
迎
え
、
専
門
化
も
進
み
ま

し
た
が
、
他
方
で
情
報
化
や
国
際
化

も
進
み
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
を

解
決
す
べ
く
、
時
代
の
要
請
、
地
域

の
課
題
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
４
学

部
と
な
り
ま
す
。

　
地
域
総
合
学
部
は
、
法
律
や
経
済

を
知
り
、
福
祉
の
こ
と
も
知
り
、
実

際
困
っ
て
い
る
人
に
寄
り
添
え
る
人

材
を
輩
出
し
ま
す
。
地
域
の
特
徴
、

教
育
、
福
祉
な
ど
、
地
域
の
資
源
を

大
切
に
維
持
し
て
い
く
人
材
を
育
て

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学
科
と
、
地

方
分
権
法
の
も
と
自
治
体
間
競
争
の

激
し
さ
が
増
す
中
で
政
策
を
デ
ザ
イ

ン
企
画
し
、
財
政
も
理
解
で
き
る
人

材
を
育
て
る
政
策
デ
ザ
イ
ン
科
で
構

成
し
ま
す
。

　
情
報
学
部
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
に
特
化
し

て
い
ま
す
。
膨
大
な
デ
ー
タ
を
収
集
・

分
析
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
新
し

い
価
値
を
創
造
す
る
人
材
を
養
成
し

ま
す
。

　
人
間
科
学
部
は
、
心
理
行
動
学
科

を
設
け
、
心
理
学
を
中
心
に
社
会
学

と
体
育
学
を
テ
ー
マ
に
活
動
す
る
人

間
を
養
成
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
保
健

体
育
の
教
員
免
許
も
取
得
で
き
、
ス

ポ
ー
ツ
関
係
の
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
し

て
い
る
生
徒
に
と
っ
て
は
魅
力
的
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
公
認

心
理
師
試
験
の
受
験
資
格
取
得
に
必

要
な
学
部
科
目
も
含
ま
れ
る
ほ
か
、

社
会
調
査
士
の
取
得
も
可
能
で
す
。

　
国
際
学
部
は
国
際
教
養
科
を
設

け
、
英
語
の
み
な
ら
ず
中
国
語
、
韓

国
朝
鮮
語
が
習
得
で
き
、
国
際
的
な

知
識
、
教
養
が
身
に
つ
き
ま
す
。
海

外
で
活
躍
す
る
人
材
の
み
な
ら
ず
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
対
応
や
日
本
で

働
く
外
国
人
に
寄
り
添
う
人
材
を
養

成
し
ま
す
。

人
か
ら
愛
さ
れ
る
人
材

を
輩
出

大
西
　
東
北
学
院
大
学
は
、
キ
リ
ス

ト
教
に
基
づ
く
人
格
教
育
を
建
学
の

精
神
と
し
、
ス
ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
は

Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ（
命
）、Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ（
光
）、

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ（
愛
）で
す
。
人
間
の
尊

厳
を
大
切
に
し
、
学
修
な
ど
に
よ
り

習
得
し
た
力
で
世
の
中
を
照
ら
し
、

『
他
者
に
対
し
愛
情
を
も
っ
て
接
す

る
。
人
間
は
人
を
愛
す
る
こ
と
は
で

き
る
が
、
人
か
ら
愛
さ
れ
る
こ
と
は

な
か
な
か
難
し
い
。
人
か
ら
愛
さ
れ

る
人
間
に
な
れ
ば
、
社
会
の
あ
る
べ

き
関
わ
り
方
、
他
人
と
の
あ
る
べ
き

関
わ
り
方
が
見
え
て
く
る
』。
卒
業

生
は
東
北
を
中
心
に
活
躍
し
て
お

り
、
東
北
に
お
け
る
経
営
者
の
数
は

群
を
抜
い
て
い
ま
す
。
人
々
か
ら
愛

さ
れ
る
人
材
に
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
人
材
を
輩
出

す
る
の
が
東
北
学
院
大
学
で
す
。
自

分
の
た
め
に
生
き
る
か
、
人
の
た
め

に
生
き
る
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

共
生
か
ら
共
創
へ
　

地
域
と
と
も
に

大
西
　
東
北
学
院
大
学
は
、
設
立
当

初
か
ら
ノ
ー
ス
ジ
ャ
パ
ン
カ
レ
ッ
ジ

と
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
東
北
、

新
潟
を
含
む
北
関
東
、
北
海
道
ま
で

の
北
日
本
を
照
ら
し
、
光
輝
か
せ
る

存
在
と
し
て
立
ち
続
け
て
い
く
こ
と

が
使
命
で
す
。
こ
れ
ま
で
東
北
の

方
々
か
ら
は『
学
院
、
学
院
』と
親
し

ま
れ
て
は
い
ま
す
が
、
東
北
の
人
た

ち
と
と
も
に
新
し
い
も
の
を
作
っ
て

い
け
る
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
き

た
い
で
す
。
生
活
の
中
で
苦
労
し
て

い
る
問
題
を
学
問
的
に
解
決
し
て
い

く
。
問
題
解
決
の
場
と
し
て
、
仙
台

と
い
う
場
に
あ
る
東
北
学
院
大
学
を

活
用
し
て
も
ら
え
た
ら
と
い
う
気
持

ち
で
す
。 〝
共
生
〞か
ら〝
共
創
〞へ
、

地
域
と
と
も
に
創
っ
て
い
き
た
い
で

す
ね
。

▲押川記念館（写真左）とシュネーダー記念館

▲押川記念館ホール

▲泉キャンパスから移設したアルフレッ
ド・ケルン社製パイプオルガン

東
北
学
院
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
整

備
計
画
の
概
要
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い

４
月
に
供
用
開
始
す
る
五
橋

キ
ャ
ン
パ
ス
の
特
徴
は

▲学生同士を繋ぐ「TGUリング」

コート

▲新たに加わる学部・学科

東
北
学
院
大
学

五
橋
キ
ャ
ン
パ
ス

供
用
開
始
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私たちが東北学院大学五橋キャンパス建設工事に携わりました

執行役員 東北支店長　鈴木  一巳

東北支店／〒980-0803 仙台市青葉区国分町3-4-33
　　　　　TEL.022（262）1711

総合建設業　創業明治 11 年  144周年

代表取締役社長　 佐々木　宏明
本　 社　仙台市青葉区立町27番21号   ☎022-714-7020

代表取締役社長　中村  知久
本社／〒980-0811 仙台市青葉区一番町二丁目2-13

TEL.022（225）8511

支店長　廣川  敦文

仙台市青葉区国分町2-14-18　TEL.022（223）7101

代表取締役　坂口  栄司

代表取締役　佐々木　賢

本社／仙台市宮城野区二十人町302-11
TEL.022-231-3611

支店長　小澤  敬悦
〒984-0015 仙台市若林区卸町三丁目1-21
TEL.022（235）8111  FAX.022（238）1354

代表取締役　池田  正樹 支店長　上北  裕司
所　長　武藤  秀人

〒170-0004 東京都豊島区北大塚1-23-3
ＴＥＬ.03（3940）7211  ＦＡＸ.03（3910）8165

東北支店 執行役員支店長　橋本　晋
〒980-0811 仙台市青葉区一番町二丁目4番1号
TEL.022（227）9553   FAX.022（266）0414
営業所：北東北・南東北・青森・山形・秋田

東北支店

輝きをあなたへ！ ガラス工事で貢献する！！

新和硝子株式会社

仙台市青葉区一番町4-6-1 仙台第一生命タワービル
TEL.022（217）7266  FAX.022（217）7261

東日本支店 東北営業所

専務取締役 仙台支店長　中村  裕之
〒989-3122 仙台市青葉区栗生二丁目1-11
TEL.022（281）8820  FAX.022（281）8821

■消音ルーバー工事

仙台市宮城野区福田町4丁目14-22  TEL.022（388）6580

仙台営業所 所長 澤田 大地
次への新しい“環境づくり”を目指します。

仙台市青葉区一番町4-6-1 仙台第一生命タワービル14F
TEL.022（227）7981

東北支店

いつもそばに　地域と共に…未来へ

建築資材、 土木資材の販売および施工、 気象情報の販売

株式会社 吉田産業 仙台支店 協林工業株式会社
内装仕上工事

取締役社長　大久保 良憲

〒984-0042 仙台市若林区大和町三丁目14-15
TEL.022（237）2971  FAX.022（237）2980

新
北
上
重
機
工
業
株
式
会
社

〒
9
8
3‐0
0
3
4 

仙
台
市
宮
城
野
区
扇
町
五
丁
目
3
番
2
号

T
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L 

0
2
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2
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4
）2
2
2
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F
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X 

0
2
2（
2
8
4
）2
2
2
3

M
AIL: kitakam

i@
crocus.ocn.ne.jp

株式会社ワキメタル
WAKI METAL CO.,LTD.

宮城県富谷市東向陽台1丁目4番20号
TEL.022（771）9661  FAX.022（771）9662

http://www.wakimetal.com/

金属製内装・金属製外装・金属製建具・板金工事

末永陽亮執行役員支店長

新しい創造への、始動。

〒984-0012 仙台市若林区六丁の目中町21-5
TEL.022（390）7577  FAX.022（390）7544

https://suzuya-k.jp

代表取締役　鈴木  大輔

鈴屋金物株式会社
快適な住空間の創造

◆建築金物・金属工事・リフォーム

～商いを始めて103年～

「あなたとの出会いを大切に致します。」

鳥羽建設工業株式会社

学
都
仙
台
に

地
域
と
共
創
す
る

知
（
地
）
の
拠
点

若
者
の
街
仙
台
を
け
ん

引
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
に

大
西
　
学
校
法
人
東
北
学
院
は
、
創

立
１
３
０
周
年
を
迎
え
た
２
０
１
６

年
に
中
長
期
計
画
と
し
て「
Ｔ
Ｇ  

Ｇ
ｒ
ａ
ｎ
ｄ  

Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ  

１
５
０
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、

36
年
の
創
立
１
５
０
周
年
ま
で
を
１

期
５
年
、
４
期
に
わ
た
り
計
画
を
実

学校法人東北学院院長  東北学院大学学長  大西晴樹氏インタビュー東北学院大学五橋キャンパス供用開始

行
し
、
１
５
０
周
年
時
点
の
東
北
学

院
の
将
来
像
を
明
ら
か
に
し
た
も
の

で
す
。
そ
の
中
長
期
計
画
に
東
北
学

院
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
計
画
が
盛

り
込
ま
れ
、
16
年
か
ら
計
画
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
建
設
構
想
に
盛

り
込
ま
れ
た
一
つ
の
施
設
が
、
東
北

大
学
か
ら
土
樋
キ
ャ
ン
パ
ス
正
門
前

の
隣
接
地
約
１
・
３
㌶
を
取
得
し
建

設
し
た
ホ
ー
イ
記
念
館
で
す
。
そ
し

て
も
う
一
つ
が
五
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
の

整
備
と
な
り
ま
す
。
仙
台
都
心
に
あ

る
土
樋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
文
系
３
・
４

年
生
、
仙
台
郊
外
の
泉
キ
ャ
ン
パ
ス

で
教
養
学
部
と
文
系
１
・
２
年
生
、

多
賀
城
市
の
多
賀
城
キ
ャ
ン
パ
ス
で

工
学
部
の
学
生
が
学
ん
で
い
ま
す

が
、
仙
台
市
立
病
院
移
転
に
伴
い
、

土
樋
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
歩
い
て
約
８

分
に
あ
る
そ
の
土
地
を
取
得
し
た
上

で
新
た
な
キ
ャ
ン
パ
ス
を
整
備
し
、

一
体
型
で
運
営
す
る
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。
設
置
基
準
の
関
係
も
あ
り
、

全
国
的
に
郊
外
の
広
い
キ
ャ
ン
パ
ス

が
も
て
は
や
さ
れ
た
時
期
も
あ
り
ま

し
た
が
、
首
都
圏
、
名
古
屋
、
大
阪

な
ど
で
は
時
代
の
変
化
に
対
応
す
る

た
め
都
心
に
回
帰
す
る
都
市
型
キ
ャ

ン
パ
ス
が
見
直
さ
れ
増
え
て
い
ま

す
。
交
通
の
利
便
性
や
経
済
的
負
担

を
減
ら
す
な
ど
、
学
生
側
に
沿
っ
た

対
応
と
も
い
え
ま
す
。
都
市
型
キ
ャ

ン
パ
ス
は
学
生
の
滞
在
時
間
も
長

く
、
市
街
地
に
も
近
く
、
ま
ち
と
の

相
乗
効
果
も
発
揮
さ
れ
る
な
ど
多
く

の
利
点
が
あ
り
ま
す
。
仙
台
市
の
市

立
病
院
跡
地
事
業
者
募
集
に
応
募

し
、
選
定
の
た
め
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で

は
、
若
者
の
街
仙
台
を
け
ん
引
す
る

キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
ま

し
た
。
ま
た
、
市
民
と
と
も
に
つ
く

る
キ
ャ
ン
パ
ス
、
ま
ち
の
賑
わ
い
を

回
復
す
る
た
め
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ

る
こ
と
を
猛
烈
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
事
業
者
に
選
定
さ

れ
、
そ
し
て
五
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
は
４

月
に
供
用
開
始
し
ま
す
。
ま
ち
の
活

性
化
の
ほ
か
、
地
元
を
愛
す
る
若
者

の
定
着
率
も
高
ま
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

Ｔ
Ｇ
Ｕ
リ
ン
グ
が
学
生

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
誘
発

大
西
　
都
市
型
キ
ャ
ン
パ
ス
と
い
え

ば
、
多
く
の
方
々
は
大
都
会
に
あ
る

１
棟
型
の
高
層
ビ
ル
の
よ
う
な
キ
ャ

ン
パ
ス
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
思
い
ま

す
が
、
本
学
は
４
棟
か
ら
な
る
キ
ャ

ン
パ
ス
が
特
徴
で
す
。
愛
宕
上
杉
通

２
号
線
に
面
し
た
南
側
敷
地
に
は
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
と
も
な
る
16
階
建
て
の

高
層
棟
を
整
備
し
、
本
学
三
校
祖
の

一
人
で
、
東
北
学
院
中
興
の
祖
で
あ

る
シ
ュ
ネ
ー
ダ
ー
宣
教
師
に
ち
な
み
、

シ
ュ
ネ
ー
ダ
ー
記
念
館
と
命
名
し
ま

し
た
。
高
さ
が
73
㍍
あ
り
、
16
階
の

ラ
ウ
ン
ジ
か
ら
は
仙
台
市
街
地
は
も

と
よ
り
、
太
平
洋
、
蔵
王
を
一
望
で

き
ま
す
。
16
年
に
ホ
ー
イ
記
念
館
を

建
設
し
、
東
日
本
最
大
規
模
の
ア
ク

テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
整
備
し
ま
し

た
が
、
シ
ュ
ネ
ー
ダ
ー
記
念
館
の
２

階
か
ら
５
階
に
は
、
そ
の
１
・
５
倍

規
模
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
施

設
を
配
置
し
ま
し
た
。
高
校
で
探
求

学
習
な
ど
の
課
題
に
取
り
組
ん
だ
学

生
が
、
大
学
で
さ
ら
に
深
く
学
習
で

き
る
環
境
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
国

道
に
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域

連
携
セ
ン
タ
ー
と
し
て「
未
来
の
扉

セ
ン
タ
ー
」を
設
け
ま
し
た
。
市
民

の
方
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ま
ち
お

こ
し
、
あ
る
い
は
産
学
連
携
と
い
っ

た
活
動
を
行
え
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。さ
ら
に
、

１
３
０
人
収
容
の
カ
フ
ェ
を
設
け
た

こ
と
も
特
徴
で
す
。

　
隣
接
す
る
ホ
ー
ル
棟
は
、
１
階
が

学
食
、
２
〜
５
階
が
１
０
０
０
人

収
容
の
多
目
的

ホ
ー
ル
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
泉

キ
ャ
ン
パ
ス
礼
拝
堂

に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ケ

ル
ン
社
製
で
東
日

本
随
一
の
パ
イ
プ
オ

ル
ガ
ン
を
移
設
し
、

大
学
礼
拝
を
行
い

ま
す
が
、
ホ
ー
ル
は

市
民
に
も
開
放
し

て
い
く
予
定
で
す
。

こ
の
棟
は
、
本
学
三

校
祖
の
一
人
で
あ
る
押
川
方
義
牧
師

に
ち
な
ん
で「
押
川
記
念
館
」と
命

名
し
て
い
ま
す
。

　
ホ
ー
ル
棟
の
北
側
に
は
文
系
の
授

業
す
べ
て
に
対
応
で
き
る
ガ
ラ
ス
張

り
の
教
室
棟
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

１
階
か
ら
７
階
ま
で
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
で
一
気
に
上
が
る
こ
と
が
で

き
、
授
業
終
了
時
の
混
雑
を
回
避
す

る
つ
く
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
敷
地
一
番
奥
に
は
実
験
棟
を
配
置

し
ま
し
た
。
主
に
工
学
部
の
教
育
・

研
究
施
設
が
入
り
ま
す
が
、
研
究
室

と
実
験
室
が
ペ
ア
に
な
っ
て
お
り
、

ひ
と
つ
の
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
を
形
成
し

て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
４
棟
の
校
舎
の

２
階
部
分
に
Ｔ
Ｇ
Ｕ
リ
ン
グ
と
い
う

屋
根
付
き
の
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ

キ
を
設
け
ま
し
た
。
学
生
が
移
動
し

な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
な
ど
、

学
生
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
と
も
な
り
ま
す
。
高
層
棟
１
棟

で
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
の
移
動
が
主

学校法人 東北学院　理事長 原田  善教
仙台市若林区清水小路3-1
17,557.15㎡
押川記念館
講義棟
シュネーダー記念館
研究棟
ＴＧＵリング
駐輪場
2020年５月～22年９月
佐藤総合計画
竹中・錢高・橋本・仙建特定建設工事共同企業体

地下１Ｆ・地上５Ｆ／ＲＣ造一部ＳＲＣ造／ 5,993.64㎡
地下１Ｆ・地上７Ｆ+ＰＨＦ／Ｓ造／ 18530.17㎡
地下１Ｆ・地上１６Ｆ+ＰＨＦ／Ｓ造一部SRC造、CFT造／18050.57㎡
地下１Ｆ・地上８Ｆ+ＰＨＦ／Ｓ造／ 20,207.67㎡
地下１Ｆ・地上２Ｆ／Ｓ造、ＲＣ造／ 2247.98㎡
延べ66.21㎡

建 築 主
所 在 地
敷 地 面 積

階数／構造
／延床面積

工 事 期 間
設 計 監 理
施 　 　 工

東
北
学
院
大
学
五
橋
キ
ャ
ン
パ
ス 

建
築
概
要

と
な
り
、
な
か
な
か
人
間
関
係
を
構

築
す
る
の
は
難
し
い
も
の
で
す
が
、Ｔ

Ｇ
Ｕ
リ
ン
グ
に
よ
り
回
遊
性
を
高
め

つ
つ
、
学
生
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
誘
発
で
き
る
こ
と
か
ら
、

文
系
の
学
生
、
理
系
の
学
生
が
融
合

で
き
る
キ
ャ
ン
パ
ス
が
実
現
し
た
と

考
え
て
い
ま
す
。
教
養
科
目
の
単
位

も
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
取
得
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
、
文
系
の
学

生
が
工
学
系
の
学
生
と
机
を
な
ら

べ
、
と
も
に
切
磋
琢
磨
し
、
お
互
い

を
高
め
合
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

時
代
の
要
請
、
地
域
の

課
題
に
対
応

大
西
　
東
北
学
院
大
学
の
文
学
部
、

経
済
学
部
は
旧
専
門
学
校
の
流
れ
を

く
ん
で
い
ま
す
。
１
９
４
９
年
に
教

育
基
本
法
・
学
校
教
育
法
に
基
づ
き

大
学
に
昇
格
し
、
文
経
学
部（
英
文

学
科
、
経
済
学
科
）を
設
置
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
日
本
が
経
済
成
長
の

軌
道
に
乗
り
、
対
応
す
る
エ
ン
ジ
ニ

ア
を
養
成
す
る
た
め
62
年
に
は
工
学

部
を
多
賀
城
市
に
新
設
し
ま
し
た
。

65
年
に
東
北
地
方
で
は
２
番
目
と
な

る
法
学
部
の
設
置
、
88
年
に
泉
キ
ャ

ン
パ
ス
を
開
校
し
、
文
・
経
済
・
法

学
部
の
教
養
課
程
を
移
転
さ
せ
、
翌

89
年
に
教
養
学
科
人
間
科
学
専
攻
、

言
語
科
学
専
攻
、
情
報
科
学
専
攻
か

ら
構
成
さ
れ
る
教
養
学
部
を
泉
キ
ャ

ン
パ
ス
に
新
設
し
ま
し
た
。
こ
の
教

養
学
部
を
ベ
ー
ス
に
再
編
し
、
４
月

か
ら
新
学
部
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

21
世
紀
を
迎
え
、
専
門
化
も
進
み
ま

し
た
が
、
他
方
で
情
報
化
や
国
際
化

も
進
み
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
を

解
決
す
べ
く
、
時
代
の
要
請
、
地
域

の
課
題
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
４
学

部
と
な
り
ま
す
。

　
地
域
総
合
学
部
は
、
法
律
や
経
済

を
知
り
、
福
祉
の
こ
と
も
知
り
、
実

際
困
っ
て
い
る
人
に
寄
り
添
え
る
人

材
を
輩
出
し
ま
す
。
地
域
の
特
徴
、

教
育
、
福
祉
な
ど
、
地
域
の
資
源
を

大
切
に
維
持
し
て
い
く
人
材
を
育
て

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学
科
と
、
地

方
分
権
法
の
も
と
自
治
体
間
競
争
の

激
し
さ
が
増
す
中
で
政
策
を
デ
ザ
イ

ン
企
画
し
、
財
政
も
理
解
で
き
る
人

材
を
育
て
る
政
策
デ
ザ
イ
ン
科
で
構

成
し
ま
す
。

　
情
報
学
部
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
に
特
化
し

て
い
ま
す
。
膨
大
な
デ
ー
タ
を
収
集
・

分
析
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
新
し

い
価
値
を
創
造
す
る
人
材
を
養
成
し

ま
す
。

　
人
間
科
学
部
は
、
心
理
行
動
学
科

を
設
け
、
心
理
学
を
中
心
に
社
会
学

と
体
育
学
を
テ
ー
マ
に
活
動
す
る
人

間
を
養
成
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
保
健

体
育
の
教
員
免
許
も
取
得
で
き
、
ス

ポ
ー
ツ
関
係
の
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
し

て
い
る
生
徒
に
と
っ
て
は
魅
力
的
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
公
認

心
理
師
試
験
の
受
験
資
格
取
得
に
必

要
な
学
部
科
目
も
含
ま
れ
る
ほ
か
、

社
会
調
査
士
の
取
得
も
可
能
で
す
。

　
国
際
学
部
は
国
際
教
養
科
を
設

け
、
英
語
の
み
な
ら
ず
中
国
語
、
韓

国
朝
鮮
語
が
習
得
で
き
、
国
際
的
な

知
識
、
教
養
が
身
に
つ
き
ま
す
。
海

外
で
活
躍
す
る
人
材
の
み
な
ら
ず
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
対
応
や
日
本
で

働
く
外
国
人
に
寄
り
添
う
人
材
を
養

成
し
ま
す
。

人
か
ら
愛
さ
れ
る
人
材

を
輩
出

大
西
　
東
北
学
院
大
学
は
、
キ
リ
ス

ト
教
に
基
づ
く
人
格
教
育
を
建
学
の

精
神
と
し
、
ス
ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
は

Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ（
命
）、Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ（
光
）、

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ（
愛
）で
す
。
人
間
の
尊

厳
を
大
切
に
し
、
学
修
な
ど
に
よ
り

習
得
し
た
力
で
世
の
中
を
照
ら
し
、

『
他
者
に
対
し
愛
情
を
も
っ
て
接
す

る
。
人
間
は
人
を
愛
す
る
こ
と
は
で

き
る
が
、
人
か
ら
愛
さ
れ
る
こ
と
は

な
か
な
か
難
し
い
。
人
か
ら
愛
さ
れ

る
人
間
に
な
れ
ば
、
社
会
の
あ
る
べ

き
関
わ
り
方
、
他
人
と
の
あ
る
べ
き

関
わ
り
方
が
見
え
て
く
る
』。
卒
業

生
は
東
北
を
中
心
に
活
躍
し
て
お

り
、
東
北
に
お
け
る
経
営
者
の
数
は

群
を
抜
い
て
い
ま
す
。
人
々
か
ら
愛

さ
れ
る
人
材
に
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
人
材
を
輩
出

す
る
の
が
東
北
学
院
大
学
で
す
。
自

分
の
た
め
に
生
き
る
か
、
人
の
た
め

に
生
き
る
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

共
生
か
ら
共
創
へ
　

地
域
と
と
も
に

大
西
　
東
北
学
院
大
学
は
、
設
立
当

初
か
ら
ノ
ー
ス
ジ
ャ
パ
ン
カ
レ
ッ
ジ

と
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
東
北
、

新
潟
を
含
む
北
関
東
、
北
海
道
ま
で

の
北
日
本
を
照
ら
し
、
光
輝
か
せ
る

存
在
と
し
て
立
ち
続
け
て
い
く
こ
と

が
使
命
で
す
。
こ
れ
ま
で
東
北
の

方
々
か
ら
は『
学
院
、
学
院
』と
親
し

ま
れ
て
は
い
ま
す
が
、
東
北
の
人
た

ち
と
と
も
に
新
し
い
も
の
を
作
っ
て

い
け
る
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
き

た
い
で
す
。
生
活
の
中
で
苦
労
し
て

い
る
問
題
を
学
問
的
に
解
決
し
て
い

く
。
問
題
解
決
の
場
と
し
て
、
仙
台

と
い
う
場
に
あ
る
東
北
学
院
大
学
を

活
用
し
て
も
ら
え
た
ら
と
い
う
気
持

ち
で
す
。 〝
共
生
〞か
ら〝
共
創
〞へ
、

地
域
と
と
も
に
創
っ
て
い
き
た
い
で

す
ね
。

▲研究棟

▲TGUコート

▲キャンパス夜景

▲敷地内に設置したスクールモットーのモニュメント（定礎）

▲講義棟

本
年
４
月
に
４
学
部
５
学
科
が

開
設
さ
れ
ま
し
た

学
長
が
考
え
る
大
学
と
し
て
社

会
と
の
あ
る
べ
き
関
わ
り
方
は

今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い

▲南西側から望む

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


